
令和元年2月吉日
中学校保護者の皆様へ

白山市立白嶺中学校　
校 長 　水野　泰夫　

後期学校評価アンケートの結果について

生徒アンケート

1 学校へ行くのが楽しい。

2 「学びの約束」を守るよう心がけている。

3 授業がわかりやすい。

4
授業の中で、深まった考えをまとめとして
書いている。

5 予習をして授業に臨んでいる。

6
授業で学習したことを家庭で復習してい
る。

7
家庭学習課題に毎日取り組み、期限を
守って提出している。

8 場に応じたあいさつをしている。

9
友達に対して思いやりの心で行動してい
る。

10 自分には、よいところがあると思う。

11 将来の夢や目標を持っている。

12
自分の健康に関心を持ち、規則正しい生
活を身につけている。

13
先生は、学習や生活面で努力したことを
認めてくれる。

14
先生は、困っていることについて相談す
ると対応してくれる。

15
みんなで協力して何かをやり遂げ、うれし
かったことがある。

16
家の人と学校での出来事について話を
する。

　設問5「家庭での予習」は，１学期に比べ更に減少しました。2学期は学年の慣れや緊張感が
減ることが要因の一つと考えられます。更に，設問6，7の「復習」や「家庭学習」までポイントが
減少しました。授業では生徒の学力に合わせ，予習がなくても授業が理解できるように努めて
います。家庭では復習に重点を置き，授業で習ったことをその日のうちに振り返り，効果的に
学力の定着を図ることが望ましいと考えています。毎日のアシスト学習等の宿題をやり遂げる
よう，ご支援願います。
　設問4「授業で深まった考えをまとめとして書いている」が減少しました。白嶺中学校の生徒
には，自分で考えること，考えたことを表出すること，クラスメイトの意見を聞いて深めること，深
まった考えを書くこと，が求められています。3学期には授業での書く機会を増やし，積極的に
実現することを目指します。

　向春の候，皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動に多大なる
ご理解ご協力をいただき，誠にありがとうございます。
　さて，１２月に実施しました学校評価アンケートの集計が完了しましたので，お知らせいたします。ア
ンケート結果から，反省が必要な分野も確認することができました。今後この結果を踏まえ，教職員一
同改善に努めていきたいと考えております。
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保護者アンケート

1 お子さんは、楽しく学校へ行っている。

2
お子さんは、授業がわかりやすいと感じ
ている。

3
お子さんは、家庭学習の習慣が身につ
いている（場所や時間を決めている）。

4
お子さんは、家族や友だちにすすんで挨
拶をしている。

5
お子さんは、友達に対して思いやりの心
で接している。

6
お子さんは、起床・就寝など規則正しい
生活をし，毎日朝食をとっている。

7
学校の様子が、懇談やおたよりなどでわ
かる。

8
家庭では、お子さんとのコミュニケーショ
ンの時間が持てている。

9
学校は、いじめや暴力のない安心・安全
な学校づくりに取り組んでいる。

10
学校は、お子さんのことについて、いつで
も相談に応じてくれる。

11
学校に足を運び、育友会活動に積極的
に参加している。

教職員アンケート結果

1
わかりやすい授業になるよう工夫してい
る。

2
授業の中で，深まった考えをまとめとして
書かせている。

3
気持ちの良い挨拶ができるよう、指導に
取り組んでいる。

4
道徳の授業を要とした道徳教育の推進で、生
徒に思いやりの心が育ってきている。

5
生徒は自己の健康に関心をもち、規則正
しい生活を身につけている。

6
白嶺プランに基づいて学年ごとにつけた
い力を意識した指導を行っている。

7
『学校いじめ防止基本方針』に基づいて、いじ
めの防止と早期解消に努めている。

8
働き方改革を進め，労働時間や内容を改
善している。

9
働き方改革を進めた結果，実際に労働時
間や内容が適正になっている。

　項目２「深まった考えをまとめとして書く」では，教職員アンケートでも下がっています。今一
度取組のねらいやその効果について再確認し，取り組んでいく必要があります。
　項目５「規則正しい生活」のポイントが減少しました。体の不調で休む生徒が1学期よりも増え
ています。学校と家庭が共に見守り，自律的に行動できるよう手を差し伸べて，健全な成長を
促していきましょう。
　働き方改革については，日常的に改善を模索する雰囲気になっています。しかし，依然労
働時間や内容に変化が表れていません。今後も改善に向けて継続していかなければいけま
せん。

　項目3「家庭学習の習慣」では減少が見られ，生徒アンケートと同様な傾向が現れています。
アシスト学習を中心とした家庭学習の習慣化に取り組んでいきます。
　項目9「安心・安全な学校づくり」では，前期は見られなかった否定的な回答が見られます。
また，項目10「相談」では前期よりも向上しています。児童生徒や保護者も相談できる環境づく
りや，情報の疎通がはかられることを目指します。
　項目11「育友会活動への参加」では，3割弱が否定的な回答ですが，その中でも，白嶺祭等
の活動に進んで取り組んでいただき，生徒の笑顔につながっていることに感謝しています。
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